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基盤でもあるのかという問いを，またこの基盤をより良く，おそらく
はまったく新しく自分のものに





















とであろう ─ これが世界に対する神の不変の言葉である」（「総会メッセージ」より。Ibid., S.21.　
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かつ意味あるもの
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